
学習過程を、
キャリア資産にする。
資格の合否だけでは見えにくい、努力・継続・改善の跡。
それを残せば、これからの自分を説明する材料になる。

取ったかどうかだけで終わらせない

ここにあり



資格勉強で、
もったいないこと。

多くの人が残しているもの

資格名／勉強時間／参考書／模擬試験の点数／合否

でも本当に価値があるのは、その奥にある
行動です。

つまずいた
調べた

試した

直した

続けた

見えにくい学習の中身
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合否だけでは、
伝わらない力がある。
IT資格の学習には、仕事にも通じる行動が何度も出てきます。

1

課題を見つける力
どこが分からないかを切り分ける

2

調べて進める力
公式情報・解説・実験で確かめる

3

改善する力
間違えた原因から学び方を変える

4

続ける力
積み上げる

この力は、資格証明書には書かれません。
だからこそ、学習過程として残しておく価値があります。
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学習過程は、
あとから見返せる資産になる。

ただのメモ

やったことの記録で終わる
→

キャリア資産

自分の成⾧を説明できる材料
になる
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IT資格の学習は、
特に資産化しやすい。
学習内容が、実務の考え方や技術理解に結びつきやすいからです。

クラウド 構成理解／権限／運用設計

ネットワーク 通信の流れ／切り分け／設計意図

セキュリティ リスク理解／対策／ルール化

基礎情報処理 IT全体像／論理的思考／業務理解

資格学習は「知識の証明」だけでなく、学び方の証明
にもできる。
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たとえば、AWS SAA を学ぶ場合。

同じ学習でも、残し方によって見え方が変わります。

弱い残し方

やったこと AWS SAA の勉強をしている。

学習量 毎日 1 時間くらい学習している。

取り組み 模擬試験を解いている。

価値が伝わる残し方

つまずき 権限設計でつまずき、
公式情報とハンズオンで挙動確認。

改善 誤答を分野別に整理し、
弱点順に復習した。

活用
VPC・IAM・RDS の理解を、
構成説明に結びつけた。

→

差は、資格の難易度ではありません。
学習過程を「説明できる形」に変えたかどうかです。
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残すべきは、
すごい成果だけではない。
小さな変化を残すほど、後から自分の成⾧が見えやすくなります。

1

今週、何を学んだか

範囲・テーマ・使った教材を
残す

2

どこでつまずいたか

理解が止まった点を言語化
する

3

どう調べ、どう直したか

調査・試行・改善の跡を残す

4

どこで使えそうか

仕事・説明場面と結びつ
ける

› › ›

これを週 1 回残すだけで、学習は「消える努力」から「積み上がる材料」に変わります。
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ここにあり

学習過程を、
見返せる場所に。

資格を目指す日々の中にある、努力・継続・改善。
「ここにあり」なら、その過程を週次で残し、
あとから自分の言葉で説明できる材料として整理できます。

学習を、合否だけで終わらせない。

資格取得応援サービス
「ここにあり」

Coming Soon!!


